
第42回 全国中学校バスケットボール大会 公式サイト

15 1st 15

19 2nd 11

15 3rd 8

21 4th 18

OT

4 × 4 0 2 0 2 4 × 10 1 3 1 2
5 × 21 2 7 1 2 5 × 15 0 7 1 3
6 × 24 0 11 2 4 6 × 3 1 0 0 1
7 × 5 1 1 0 2 7 DNP 0 0 0 0 0
8 DNP 0 0 0 0 0 8 DNP 0 0 0 0 0
9 DNP 0 0 0 0 0 9 DNP 0 0 0 0 0
10 DNP 0 0 0 0 0 10 DNP 0 0 0 0 0
11 DNP 0 0 0 0 0 11 DNP 0 0 0 0 0
12 DNP 0 0 0 0 0 12 × 6 0 3 0 1
13 ／ 2 0 1 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0
14 ／ 12 0 5 2 1 14 DNP 0 0 0 0 0
15 × 2 0 1 0 1 15 × 18 0 8 2 4
16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0
17 ／ 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0
18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0

70 3 28 5 12 52 2 21 4 11

田邊　真由美

山岸　大輔

(本部)

(埼玉県)
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久保田　義章
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反則ＦＴ３Ｐ ２Ｐ

70

Team Ａ

ＦＴ 反則 選　手　名　前

奥田

出場

徳永　勇太郎
平佐　幸嗣

仁木　慎也
白石　敦暉

江藤　航太
藤田　優輝
井上　貴文

(福岡県)

【戦評記入者】

得点番号 得点 ３Ｐ

飴谷　由毅

２Ｐ

Team Ｂ

番号

川村　悠登
横山　詢

埼玉県中学校体育連盟　バスケットボール専門部

　予選Ａリーグ１位奥田(富山)と予選Ｇリーグ２位高生(福岡)の対戦は、１Ｑ、互いに硬さが見られアウトサイドシュートの
確率が低い。高生は奥田の２－２－１プレスに対し、ダブルチームでできたノーマークを有効に利用し得点を重ねる。一方、
奥田は高生のマンツーマンDefに対して、#6の高さを生かしたゴール下、セカンドショットで得点を伸ばし、互角の展開で２
Ｑへ。２Ｑの立ち上がり、奥田は#6を起点にしたOff、高生はゾーンアタックを試みるがターンオーバーが続き流れを掴めな
い。我慢が続く中、奥田のタイムアウト後、２－３ゾーンに変えた奥田のDefに高生の1on1が機能せず、逆に奥田#6を起点に
した合わせのプレーで点差が広がる。その後、マンツーマンに変化させた奥田のチェンジングDefに高生が対応できず、奥田
34-26高生と８点差で前半を終える。
　３Ｑ、奥田#5、#7の連続３Ｐで苦しい展開となった高生は#15のドライブを中心とした攻撃で応戦するも、悉くリングに嫌
われる。その後、#6の安定したリバウンドからブレイクでの点数を伸ばした奥田が49-36と13点リードで４Ｑへ。２－２－１
プレスから２－３ゾーンに切り替えた高生だが、奥田の２－２－１プレスに対応できずターンオーバーで相手に得点を許して
しまう。その後、疲れが見え始めた両チームでDefの足が止まり、互いに得点の奪い合いとなるが、点差変わらず70-52で奥田
が準々決勝進出を決めた。
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東日本大震災復興支援
平成24年度全国中学校体育大会

第42回全国中学校バスケットボール大会

春日部市総合体育館

平成24年8月23日(木) 12:10

Ｅコート

長友　陸矢

(富山県)

【ＢＯＸスコア】

出場

【得点経過】 第３試合

男子 決勝トーナメント

吉田　拓生
岡山　翔太郎

奥野　亮

52 高生

小柴　匡暁
杉山　佑季
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http://saitama.japanbasketball.jp/zenchu/index.html

